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仕様
電源電圧 標準 ＤＣ９Ｖ（００６Ｐ型電池）

動作時電流 約５ｍＡ

概要

ラジオＦＭ放送帯＋ＴＶ１～３チャンネル帯
手軽に製作して電波を送信！

Y63-////// CODE1055-160 改訂第６版 981210 ///Y

付属ケース なし（ケース対応なし）

入力 付属コンデンサーマイク

基板サイズ Ｗ９２ Ｄ２６.5 Ｈ１５ mm

組立参考図

手軽に作って楽しめるＦＭワイヤレスマイクのキットです。

市販のＦＭラジオ（７６～１０８ＭHZ）にマイクの音を送信
する事ができます。

（ラジオＦＭ放送＋ＴＶ１～３チャンネル）

出力

ＦＭワイヤレスマイク
（直径９．３ｍｍ 無指向性）

周波数範囲 ７６～１０８ ＭHZ

変調方式 ＦＭ（周波数変調）

到達距離 実用 ４０～６０ｍ
見通し良好の条件のいい状態で最大約１００ｍ

電波の到達距離は「ラジオの感度」「障害物の有
無」「アンテナの状態」で大きく変化します。
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使用しません

電池 ９Ｖ

９Ｖ電池は当キットには含まれていません。
別途お買い求めください。

コンデンサーマイク
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アンテナ線

赤 黒

動作時間（マンガン００６Ｐ使用時） 約７０Ｈ
電池の状態は使用環境によって大きく左右されます。
時間は目安であり、保証値ではありません。
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②組立
パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。
パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

まっすぐに
差し込む

取付方向なし

□□ ＲＫ ４．７Ｋ（黄紫赤金）
□□ Ｒ １ １Ｍ（茶黒緑金）
□□ Ｒ ２ ４．７Ｋ（黄紫赤金）
□□ Ｒ ３ １００（茶黒茶金）
□□ Ｒ ４ ４７Ｋ（黄紫橙金）
□□ Ｒ ５ ４．７Ｋ（黄紫赤金）
□□ Ｒ ６ １００Ｋ（茶黒黄金）
□□ Ｒ ７ ４７Ｋ（黄紫橙金）
□□ Ｒ ８ ４７０（黄紫茶金）

□□ Ｒ１２ １００Ｋ（茶黒黄金）

①抵抗・ジャンパー

約３ｍｍ

取付方向注意！

１／４Ｗ

②ダイオード

□□ Ｄ１ ダイオード
（ちょっと小さめの物）

□□ Ｄ２ ツェナダイオード
（数字が書いています）

⑧コイル

□□ Ｔ１ １４４

③セラミックコンデンサ
□□ ＣＳ １０１（１００ｐＦ）
□□ Ｃ ４ ５（ ５ｐＦ）
□□ Ｃ ６ ５（ ５ｐＦ）
□□ Ｃ ７ １０（ １０ｐＦ）

□□ Ｃ ５ １０３（０．０１μＦ）

まっすぐに
差し込む

極性なし

⑦トランジスタ

□□ Ｑ１ Ｃ ９４５
□□ Ｑ２ Ｃ１９２３

向きに注意！

①パーツチェック
パーツリストでパーツをチェックしてください。
パーツリストは、組立リストを兼ねています。
リスト中の□□にチェックを入れましょう。
左側はパーツチェック用、右側は組立チェック用です。

※Ｒ９，１０，１１は必要ありません

向きに注意！

④トリマコンデンサ
□□ ＴＣ１ 青（２０ｐＦ）
④トリマコンデンサ
□□ ＴＣ１ 青（２０ｐＦ）

⑤セラミックコンデンサ
□□ Ｃ８ １０４（０．１μＦ）
□□ Ｃ９ １０４（０．１μＦ） まっすぐに

差し込む

極性なし

⑥電解コンデンサー

□□ Ｃ１ １μＦ
□□ Ｃ２ １μＦ

□□ Ｃ３ １０μＦ
□□ Ｃ１０ １０μＦ

－の印

足の
長い方が＋

⑨コンデンサマイク
□□ ＊＊＊

⑩アンテナ線

□□ ＡＮＴ１（付属ビニール線）

１
０
４

使用しません

下記の箇所は使用しません

Ｒ９，Ｒ１０，Ｒ１１
Ｃ１１，Ｃ１２
ＴＣ２，Ｔ２，ＡＮＴ２
「＋」「－」端子

最後に基板全体を見て部品の取り付けが間違っていないか
どうか、また、ハンダ付け不良や、ショートがないかどう
かを良くチェックしてください。

ケースに組み込む場合は、動作試験の後に行なってください。

③動作チェック
用意する物

電源を投入する前に基板の下に金属物がない事を、よく確認して
ください。（ショートにより製品を破損する原因になります。）

！

□ＦＭ放送の受信できるラジオ
□「－」のドライバー（小さい物）
□電池００６Ｐ型９Ｖ または 電源ＤＣ９Ｖ

①ラジオのチューナを、ＦＭ放送の周波数（７６～７８ＭHZ）の放
送のない所に合わせてください。

７６ ８０ ９０ １００ １０８
ＦＭ

ＳＡＮＹ ＴＵＮＥ

②当キットをラジオの近くに置き、電源（電池）を接続してください。
（＋，－を間違えないように注意！）

＋ －
ＤＣＩＮ

赤 黒

図は電池の場合

電池 ９Ｖ

※電池は当キットに付属し
ていません。別途お買い求
めください。
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穴にあわせて
まっすぐに差し込む

ＡＮＴ１
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向きに注意
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〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西２－５－１
ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

Ｒワ ンダーキット

ワンダーキットの商品がインターネットで購入できます。

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｙｏｈｒｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ＷＯＮＤＥＲＫＩＴ／

当キットの規格以外の使い方や改造の仕方についての御質問はご遠慮下さい。
規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致
しかねます。
当キットについての、ご質問は質問事項、明記の上「封書」または「ＦＡＸ」でお

願いします。お電話ではお答いたしかねます。（内容によっては回答に時間のかかる
場合があります。） ［ＦＡＸ ０６ ６６４４ ４４４８］

新商品情報やディバイス情報も掲載！

取り扱い上の注意

インターネットホームページ紹介

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｋｙｏｈｒｉｔｓｕ．ｃｏｍ／ＷＯＮＤＥＲＫＩＴ／
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動作しない時は
◆電源・配線接続・ハンダ付けが正しく行われているか、もう
一度チェックしてください。

□電池使用の場合は新品に一度交換して試してください

◆どうしてもわからない場合は、現在の症状を明記の上、別紙
「修理の案内」の手順で修理依頼をしてください。

◆使用しない時は電池や電源を取り外しておいてください。

◆周辺の温度が変化する事で周波数が動く事があります。

◆アンテナを必要以上に長くしたり、外部アンテナ等を接続しな
いでください。（法律に触れる事があります。）

◆その他、送信出力を大きくする改造等は決して行わないでくだ
さい。（法律に触れる事があります。）

電波の送信出力アップに関する事には一切お答えできませ
ん。ご了承ください。

！

③トリマコンデンサ（ＴＣ１）をドライバでゆっくり回してくだ
さい。
・ヘッドホンで聞いている場合
「マイクを触るとガサガサと音がします」
・スピーカを鳴らしている場合
「ピーというハウリング音が鳴ります。」

７６ＭHZ
最低周波数 最高周波数

低 低

高 高

７６ＭHZ

④マイクの音が最もよく聞こえるようにラジオのチューナを微調
整してください。

何度調整しても、うまく行かない時は、電源を取り外し、１ページ
の「組立参考図」を参考にパーツの向きや値が間違っていないか、
ハンダ付け不良（別紙「正しいハンダ付けの仕方」を参照）がない
かよく確認してください。

使い方
・調整が終わった後は、プラスチックケースなどに納めると使いや
すくなります。

・送信周波数を変える場合は「③動作チェック」の方法で調整して
ください。

・混信防止のため、ラジオ放送のある周波数の付近には合わせない
ようにしてください。
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※回路図（定数入り）は製品版に付属されています。

回路図


